
「
一
上
は
記
号
と
考
え
ら
れ
る
が
意
味
は
不
明
。

「
八
木
□
□
□
」
の
三
字

目
は
「
濱
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。
最
後
の
文
字
は

「内
」
、
「助
」
、
「物
」
、
「納
」

な
ど
の
文
字
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
”
こ
の
面
は

「
八
木
□

□
□
」
と
い
う
地
名
ま
た
は
人
名
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
百
十
五
」
の
下
は

「文
」
と
考
え
ら
れ
る
。
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回
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「
九
十
」
の
下
は
、
「
四
」
か

「
五
」
の
象
字
で
そ
の
次
は

「文
」
と
も
考
え

ら
れ
る
。
も
う
片
面
に
つ
い
て
は
文
字
が
薄
く
判
読
で
き
な
い
。

両
面
共
、
切
り
込
み
の
下
に

「◇
」
が
あ
る
が
こ
の
意
味
も
不
明
で
あ
る
。

（山
崎
清
和
）

木

簡

研

究

第
五
号

巻
頭
言
―
―
木
簡
史
の
研
究
に
つ
い
て
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
　
　
　
晃

一
九
八
二
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
二
条
大
路

・
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
　
白

墓
寺
遺
跡
　
藤
原
宮
跡
　
山
田
寺
跡
　
阿
部
六
ノ
坪
遺
跡
　
長
岡
京
跡
①

長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
①
　
長
岡
京
跡
④
　
仁
和
寺
南
院
跡
　
大
坂
城
跡

梶
子
遺
跡
　
道
場
田
遺
跡
　
野
畑
遺
跡
　
穴
太
遺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
下
野

国
府
跡
寄
居
地
区
遺
跡
　
長
原
東
遺
跡
　
多
賀
城
跡
　
払
田
柵
跡
　
日
野
川

朝
官
橋
下
流
　
桜
町
遺
跡
　
出
合
遺
跡
　
辻
井
遺
跡
　
助
三
畑
遺
跡
　
肩
脊

堀
の
内
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
田
村
遺
跡
　
高
畑
廃
寺
　
藤
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
筒

（
五
）

藤
原
官
跡

字
訓
史
資
料
と
し
て
の
平
城
官
木
筒

―
―
古
事
記
の
用
字
法
と
の
比
較
を
方
法
と
し
て
―
―
　
　
　
　
小
林
　
芳
規

平
城
官
出
上
の
衛
士
関
係
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
頭
　
清
明

木
筒
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
琢

書
評

・
『草
戸
千
軒
―
―
木
簡
下
―
―
』
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